
 

【車掌】  

１．次の行路の拘束時間の改善をはかること。（平平１１、平平１２、平休１０、休休１４、 休平１２） 

２．熱海泊行路数を３行路から２行路とし、１行路は小田原泊または国府津泊とすること。  

３．特急列車は入線からの準備時間を１０分以上確保すること。  

４．休１行路の１５３５Ｅ小田原着後の便乗を１８３９Ｅまたは１５３７Ｅとすること。  

５．平３行路の熱海場面で７３３Ｍ～１８５０Ｅの乗り継ぎ時間が短いので、組み替えること。  

６．休３行路の出退勤時間をなるべく平３行路に近づけること。  

７．休１４行路の東京から新宿への便乗電車は、食事時間の確保を目的として、直近電車で設定すること。 

８．１５行路の休日の夕食時間を拡大すること。また、平休の渡りの睡眠時間が少ないため、担当列車を

変更すること。  

９．１７行路の平日の夕食時間確保のため、２８５８Ｙ新宿着後の便乗までの間を１時間確保し、その後

東京までの便乗とすること。また、平日明けの小田原において、１５３５Ｅから１８５８Ｅまでの乗

り継ぎ時間が長いため、持ち替えにより解消すること。  

10．休１８行路明けの、小田原における４８２１Ｙから１８６６Ｅまでの乗り継ぎ時間が長いため、持

ち替えにより解消すること。  

11．平１９行路で６０８９Ｍ運転日の睡眠時間が極端に少ないため、改善すること。  

12．平２０行路は、３０３６Ｍ東京着から次列車３０７５Ｍまでの時間が短いため、行路を改善すること。

また、３０７５Ｍは入線からから発車までの時間が短いため、改善すること。  

１３．２１行路は睡眠時間が少なく、明けが長いため改善すること。  

１４．２２行路の平日明け熱海場面において、１８３７Ｅから１８６４Ｅまでの乗り継ぎ時間が長いため

改善すること。  
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